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In thispaperthe effectofBHC emulsions

which werecarefullyapp一iedtothesurfaceof

theirrig.liedwaterinliaddyfieldavoidingrice

planttobcsp一asheddirectlywiththeinsecticides

zIEainstthericestem borer,Ch,IlosLEj･Z,ressalL's

Wa]ker,wassEtldiedinfie7dtest. Thenumber

oftileStemsdamagedbythericestem borer

decreased significantly in the treated plbtS

tIlanthatoftheur.treatedp一ots.Accordinglothe

diirerence between me formu一ations ofBHC

emulsions,significantlydifferenteffectivenesswas

seen.In th9CaSeSuch as the injured parts

causedbythericestem borerextendstotJPPer

andloweroftheleve一oftile irrigated-waterin

paddy fie一d, insecticide which was originally

sprayedordustedtorice plantandfen inthe

im'gatedwaterwillbe占eentobeeffeclive for
thecontrolofthericestemborei.

Considerationson tllC DcvclopmeniandRcduclionofHeatltesistance.Studiesonthe

LethalActionofAbnormallyHigh Temperatureonlnsects･XVII･MasaoKrroh'tl(Lhbora!ory

ofApplied Entomo一ogy,HiroshimaPrefecturalCollegeofAgricultllre, Saijo,Hirosh王ma

Pref･)･耳eceivedDec･31,1956lBo砂u-Kagaku,22,1991205,1957,(withEng一ishresume,205)･

34･ 熱抵抗の発達と消失に関する考案 高温の殺虫作n]に関する研究､第17報 持久正夫 (広払

出菜短期大学 応用見出学研究室)31.12.31受理

蔑 ん で 暴 川 忠 曹 博 士 の せ 稀 を 祝 質 し奉 る.

アズキゾウムシ成虫の熱抵抗がその出の発育中の環境氾庇の村道で変動する現象, 及び共のD7i囚に

関する悶血を取扱った. 高い氾皮で発育した成虫は熱延抗が増加する.然し低い温度に灰せば大て

い熱抵抗がもとに捕る. この原因としては個体の高温に対する調掛;F用と,熱抵抗の弱い佃休の高

温による淘汰とが考えられるが,そのいずれであるかを吟味した.

生物が吉机､温皮の下で育つと耐熱性が高くなること

が古くから知られている.近年著者4･5)の研究に於い

てヒトスジ､シマカ Ae-desalbopL-cEus 幼虫の耐熱聾

は夏季では高く,春秋では低いこと,実験室内で高い

氾庇で幼虫期を飼育したアズキゾウムシCallosobru-

Chuschz.nensis成虫は, 低い温度で飼育したものよ

I)耐熱生の高いことが確められた･

またこの位な原因は古くから熱に弱い個体が消械し

†こ結果ではなくて,個体が耐熱性を班和した執 こ依る

と言われ軍',生物組抱の含有')ビッドの融点増大と言

う生理的現象に帰した研究もあるlJ. 著者は前記のア

ズヰゾウムシの研究からやはり個休が屯按配庇に適応

するためであって,､個体の含有粗脂肪の伽 口をその原

田と考えたが,更にこれらを椛める為の実験を企てた･

実験に用いた昆虫はアズキゾウムシで,次の諸点を明

か!こする謁の実頃を行った･ (1)300溝 鼠より350

定温に移して飼育を続けると世代の進むにしたがい昆l
虫の耐熱性はどのように変動するか.(2)350氾庇飼

育にrt:り耐熱牡が脚大したものを300定氾に付して飼

育した場合その昆虫の耐熱性に変化があるか. (3)

350飼符系統には伝te発育中の兜死胴体が390.飼育糸

統よりも多いか.これと耐熱性変異の附とは村田があ

るか.(4)350飼育系統は高温の為に繁箔カが既下す

るか. (5)300飼育系統をその発育期間の途中に砧い

氾艦に移した場合でも耐熱姓は増大するか. (6)300

飼育系統をその発育期間中に熱死をおこす高温480に

2時間曝露し,取り出してからもとの300で飼育を統

け羽化したものは耐熱姓が高いか.(7)昆虫休の粗脂

肪含有率の変動状態.

各種飼育系統の耐熱性の差異

300及び 350の定温で毎代飼育をつゞけたもの.
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及び350で5代及び10代飼育したものから300へ復

帰し1こもの (以下夫々 300,350飼育系統及び役付系

統と呼ぶ)を夫々 480に2時間曝試し, 取 り出して

から48時間日の死亡率の平均肌及び梯酢偏差を求めた.

今, 各代に於いて 300飼育系統の死亡率に対する

35て飼育系統の死亡率の比を計許し, これらの比によ

って両者の比較をする･若しこの他が1より小さい時

は350飼育系統の死亡率が低いわけであるから, これ

が小さlナれば小さい担その耐熱性が強いことになる.

こ由比を図示したのが第1図である.
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Ratiobetweenmortalitiesofvarious

straims.
Aニratiobetweenmortalityofstrain
blredat350andthatof30O,
B･a:between
thestrainreturnedLtO300aftert
hebreeding

.lt35
Oduring5generationsandthatof300,■B-b:betwe?nthestrainretume

dto300after

､t
hebreedingatL35Oduring10generationsaha

･thatof300.
Male:solidbar,
female:empty

bar.

節1図Aを見ると
,
と
の世代の比ほね1より小

さ勺､ので,
常に350飼育系統の耐熱堕が強い･これに

対して世代ゐ進むに従う棚口庇は,
350へ移して1,
2

代間は顕著であるが,
其の後はそれ以上に増加しない･

つぎに300への役帰系統の耐熱性の変化を節1図B

に示し7こ.
第1図甲を見ると,
300に役帰した世代

ではその比が0.
6円外であるから耐熱性が尚払いと言

I､ぇよう.
然し役帰して節2代目になると,
0
7
9以上を

示すから
,
300飼育系統の耐熱性
.
に役付することがわ

かる.

350に5代田いて300へ役帰させたものと,10代間

田いて役帰させたものとの間の相違は B図からは明

かでない.雌雄の耐熱性発達及び消失の程度はA,B

図から雄が大きいことがわかる.

次に300飼育系統の按準偏差に対する各柾飼育系統

の按準偏差の比を図示すると,節2図A,Bが得られ
ち.

･第2図Aに依れば.第10代目の畔の成机を除く列

2UO

12 6 10 1 2
Generation

IFig.2. Ratiobetweenstandarddeviationsof
variousbreedingstrains.A:ratio between
standarddeviationof̀strainbredat35Oand

thatofSOD,B･a:betweenthestrain.returned,
to､300afterthebreeding at350during 5
generationsandthatof300, B･b:between
tIleStrainretumedto300afterthebreeding
at350during10generationsandthatof300.
Male:so一idbar,remale:emptybar.

は,何れもその比が1より小さいので,350飼育系統

の標準偏差が300飼育系統より一搬に小さいと言える.

世代の進むにしたがう標準偏差の比の変動は,雄は次

第た糊大するが,掛 ま逆に減少しているので一般的な

結論は子守られない.第2図 B によって役帰系統の場

合を調べると,300に復帰第1代に於いては,350で

5代目より役帰させたものの標準偏差が小さいが,

350で10代目よ.り役帰したものでは迄に大きい.また役

帰第2代田では雄は明かに小さいが雌では殆ど等しい.

以上の結果から抵抗性変異の附の変動には,常に｢

定の憤向があるとは言えないが,特に300飼育系統よ

り350飼育系統の変異の帽が一般に小さい. これは

350飼育系統の虫の耐熱牡がよくそろっていることを

示すもので,次項の発育中の死虫率の高低と関係があ

るものと考える.

卵より羽化までの間の死虫率

前項の実験の際,その都度各種の飼育系統より夫々

一定のだ真木を取り出し,一定数の卵より羽化する個体

数及び羽化しない個体数を調べ,羽化しない数の全卵､
数に対する比を井出したのが第 1,2表である.

第1表の成紙によれば,350飼育系統の死虫率は

300飼育系統のそれより常に高い.第1才iの耐熱性の

標準偏差を併せ考えれば,それが小さい肌を示す時は

大体死虫率が高い隣向を示している･故に350飼育系
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Table1.･Comp打risonoEthemeanpercentage
ormortalityfrom eggtoemergencebetween
theslrainsbredat300and350.

Generation ll≦tl2nd∫6tI11lo仙

●̀∴ ; ･;.;
l

Table2･ Comparison of the percentage
morta一ityfrom eggtoemergetlCebetweenthe
strainsbredat300andthosereturned from

35oto300.

Generation い st_t 2nd

続は発育中に熱に弱い偶作が淘汰され 其の結果耐熱

性の胴体変異の堀田の熱に弱い部分が消失LT=のかも

しれない.

次に節2表によって300校帰系統の死出率を見ると.

役付節1代EIでは300飼育系統よりなお高い,然しこ

の場合には死虫率と標準偏差との問に前の場合の様な

関係は認められない.

ここで特に注目すべき点は,300牧村系統の1代目

死虫率がなおかなり高いことである. この場合には

350飼育系統の隈に高温で熱に弱い個体が淘汰された

結果だとは言えない.これは投付系統の卵そのものに

何等かの欠点があるのではなかろうか.

各種飼育系統の繋済力

各班の飼育系統の産卵款を調べた結果を訂3表に示

す.

●筋3表の成約によると宝氾飼育の産卵数が最も多く,

350飼育系統のは目立って少ない.350飼育系統を温

度 300で産卵させた場合もやはり少ない.･300､への役

帰系統では鵠分多くなる怖向がある.

これらの成駅から温皮350は一般に産卵数を減少さ

せるばかりでなく,3501飼育系統の座頭放吟産卵時の

氾旺如何にかかわらず常に少ないことがわやゝる･のみ

T3らずその卵は一般に小型で,且つ卵化しない不良卵

がその中に呪っている.

.Table3. NuTnberofeggsperfemaleofsome
strains bred under various eTIVironmental

temperatures.

EEevcThpp.:st;;aiLdnrea-nwdheninsect/si":;fT,er

Strainbredat300and300

Strainbredat300and350

Strainbredat350and350

Strainbredat35oand300

lらtgenerationofstrain
returnedfrom 35oto30o
and300

2ndgenerationofstrain
-returnedfrom 350to300
and300

2nd一generationofstrain
returnedfrom 35otoSOD
and350

Room temperature,mean
270

以上の甥天から前項の300復帰系統節1代の卵より

羽化までの間の死虫率がなお商いという理由を推!.!す

ると.実験に用いた卵が不良で如化しないものも計罪

に入れていたためではなかろうか.

そこで卵より羽化迄の間の罪虫率が.鵬試山の飼育

系統やそのtLf1℃の辞173配皮の相辺で如何に変化するか

東にくわしく調べた.共の成銃は第4衣の迫りである.

Table4. Percentage ofmortalitiesduring
gTOWthperiodfrom eggtoemergence.

Eachstrainand
temperatureatWhich
insectsarereared

(a)StrainbredatSODand
300

(b)Strainbredat30｡a去d
350

(C)1stgenerationofstrain
returnedfrom35Oto30o
and300

(d)Strainbredat35oand
. 350

(e)2ndgenerationofstrain
.returnedfrom 35oto
300and300

(∫)2mdgenerationofstrain
returnedfrom 35oto
30oand350

(g)Room temperature,
mean270

節4衣によると同じ飼育系統の虫の過った環境温度

における死出率の差異は (C)と (d),(e)と (f)<･

は350の環境温度の方がかなID商いが,.(a)と(b)で
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は余り大きい芸がない.次に同じく環境温床の下の,

飼育系統の相違に法る死虫率の差異を (a)-(C)-(e)

と (b)-(d)-(i)によって比較すると,350飼育系統

は死虫率は最も高く,復帰系統がこれに次ぎ,ヨoo飼

育系統が最も低い.そこで試験に供した卵が良好であ

れば350の下に於いても死虫率がさほど高くはない覇

がうかがわれる.

然し,環境温度の350は虫の生嬉力に恋好聾を与え,

虫が貯化しない不良卵を生む郡実が認められたから,

虫の発育中に高温の淘汰作用がおこることを否定する

ことは出来ない.故に環境温度が高い時,虫の耐熱性

が放くなる原田から.高温の淘汰作用を全く否定する

ことが出来ない.

発育中親に高温に移して飼育したもの及び

処理して生き残ったものについての実験

これまでの実験結果からは,高温の淘汰が虫の耐熱

性印加に関係することを全く否定することが困難であ

ち.けれどもそれが決定的な原因であると見るだけの

証拠もなかった.本試験には発育中の死虫率も高くな

前 22 巻-Ⅰ

近くT.=い･ これらの成折から,究百中に高い氾唯で飼

育したものも,発育中に高温で弱い個体を殺したもあ

も,共に耐熱性が強いが,その増加皮は前者が大きい.

一 次に発育中の死虫率を比較すると,/貯化3日目より

340へ移した区は対照区と大同小異で,貯化10日日よ ■

り移した区は寧ろ低い.また標準偏差との関係は,節 ._

の例の様に発育中の死虫率が高い場合に横町偏差が小

さいと言う関係は認められず,､時に発育中に480況皮

処理区の様Iと,発育中の死虫率は著しく高いが標準偏

差は小さくない.も0,もある･故に発育途中より高い温 '

皮に移したものの耐熱性が高まった重要な原因は,高

温による弱い個体の淘汰でなくて,個休が発育中に高

温に調整されることを与よると考える.

異った温度で飼った昆虫体の粗脂肪含有率

環境温安をかえて飼育した昆虫の粗脂肪含有率がど J

の様に変化するかを枚した.前項の試験に用いた標本

から各飼育系統,各世代毎 調々査した成銃が節 6,7'

表で,300で附 ヒ後10日日より1340へ移して飼育した

場合の成銃が第8表である.

Table5. Comparisonbetweentheheatresistance,variabilityandmortalityduring'growth

periodoftileinsectsbredat340after30r10dayssincethey二hatchedandthosewithstood
agAitist480.

… ヨ Ii;≡

… ヨ ;:'…

22.49 1_≡.I-I-7 L-_≡;

Insects-b一edat34o
after3dayssincetlley
hatched

Insectsbredat340
after10dayssincethey
ノhatched

lnsectswitllStOOd ′
against480

Strainbredat300

く･,不良卵も多くは生じない温庇340を用いた._300

飼育系統より芦別ヒ後3日日と10日目に夫々340に移し

て飼育をつづけ羽化させたもの,及び同じく貯化後10

日目に 480の高温の中へ2時間投入し, 取り出して

3001で飼育を続け羽化した個体に就いて耐熱性,およ

びその変異の大小,発育中の死虫率を調べた.共の結

果は節5表2)ごとくである.

480処理後の死亡率の大小によって耐熱性ゐ強さを

比較すると,上記の3軽の実験雪は対胴区,即ち300

飼育系統より常に耐熱性が強い.対照区の死亡率を1

として各種実験区相互の比較をすると畔化10日日に

340へ移したものが最も強く,脚化3日日に移しI=も

のがこれに次ぎ,発育途利こ480で兜喝し7こ区が頃も

卯等

Tab一e6. Crudefatcontentoftwo strains

bredat300and350.

Generation l 1st 12nd l 6th lloth

第6表の結果によると,雌第6世代を除き他は凡

て350飼育系統のmJl旨肪含有率が高い.各系統毎のILf

代間の芸は上記の差以上の蓋もあるので,両系統間の
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差がう7こがわしし､とも思える･然しこの調矧 ま時泊地,'

述うので,各世代に於いて300飼育系統に対す(-)350

飼育系統の比を計算しその大きさで比較した.邦･の結

恥 ま特に雄に於いては300飼育系統7)粗筋防含有率が

高いと考えられる.

次に耶7衣によると,300へ扮帰し7こ燦には節1代

目は高い憤向を示すが.節 2代目ではその差が小さい

か,又はかえって低くなっている.その差は第6衣の

成約に比して小さいので,役付系統は300飼育系統と

殆ど等しいと言ってもよいであろう.

今特に雄の成銃について節6及び第7表より300飼

育弔銃の含有率に対する350飼育系統の含有率の比及
び授帰系統の含有率の比を縦軸に,世代を枕軸にとっ

て作図すると節3図Aが柑られる.

Table7. Cnldefatcontentofthestrainbred

at300andthatreturnedfrom 35oto300.

Generation l 1st 12nd
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Fig.3. Relation between the increase in
crudefatcontentandthat王nheatresistance

wheninsectsgTOYnundervarioustemperature
conditions.A:variationcurveofthedegree

ofincreaseincrudefatcontent,B:variation

curveofthe degree of 王ncre.lらe in heat

resistance.rp:pointofreturningfrom 350 to
300.

第3図A に依れば, 350 飼育系統の粗脂肪含有率

増加比が 350 にある時上下に振動はするが,乎均して

一定の高さを保つ憤向を示している.しかし,300へ

復帰するとそれがI放下する.この図に対し第 1,2図

の死亡率の比の逆数を記入すると第3図 B緑が村ら

れ A,B雨緑の変劫状態は比較的よく似ていること

がわかる.このこJ･_から見出の含有M 旨肌と耐熱性と

は悶迎性があるものと言えよう.

この'ILji尖をもってむらに昆虫個体の由政調盤を粗脂

肪含打率のt即,Tlと言う生理的な万両から説ryj出来そう

であるが,成否に冨i:ぽこd成統だけでは充分でない.

何となればこれらは飼育中に若干のものが消滅し生存

を全うLI=もののみについての成机であった.若し途

中で消滅したものの粗脂肪含有率が低く生存を全うし

たもののそれが拭いと,列配の好哲によって発育中に

それが,q加しなくともその結果が高いからである.粗

脂肪含有率がクt配によって増加することを知るには.

発育中に死滅するものがない実験によることが望まし

い.300で飼育中その中期に3牢へ移して飼育したも

Pは発育巾の死出率が対照とした300飼育系統と大差

がないので,この実験成約は都合がよい.それの平均

位を節8表に示す.

Table8. Meanva一ueofthecrudefatcontent

ininsectsgrown at300during totalperiod～
andat340 inpostlaⅣalperiod. ノ

Sex L At34O I At30o I Ratio

節8表出反ると,発育途中より340へ移して飼育し

たものは粗脂肪含1才串の平均値がたかい.故に340へ

移すことで粗肪胴含Tf率が増加すると考えられる.

考 察

昆虫の耐熱性が変化する場合を大別すると季節的変

化J地理的変化などがある. これらすべての場合の耐

熱仕上円加の原因を明かにすることは容易でない.こゝ

では環境温度の変化に田結したものについて論ずる.

これらの耐熱性増加の駅四には一般に2通 りが考えら

れる.

共の-は環境温度が拓くなると,m体が発育中にこ

れに感応して抵抗性をJnす場合であり,非の二は鎌田

Fflの弱い系統,又はnl桝 が砧配でrJ可汰され 強いもの

が残/-J純米,耐熱性が増大する場缶である.

･本研究に於ける実験成約を綜合すると,アズキゾウ

ムシの耐熱性は高温で飼育すると強,(なる･然しそれ

は市況邦暁が掛 ､ているかぎりであって,もとの温度

へ戻せば容易に消失する.これは耐熱性の発達及び消

失が,設暁温度に緊密な関連を持つことを示すもので

あるが,その原田を個体の生理的適応に求める前に一

応考はさるべき点がある..
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突験にJT)いた封Tf温班は300と350であったが,節

から羽化する迄の問の死虫串は諮○の方が詔に氏分花
い.のみならずその氾射 ま次代をつくる卵に脚化柁力

のないものを生ぜしめることlもある･故に350潔代飼

育の虫の中には発育中に高温q)ために消滅するものが

あると言わねばならないこその様な個休の消滅が耐熱

性伽 口に宙接開拓していることを知る一方法として,

発育由に死滅する個体の比率と,熱抵抗変異a)中の大

小との関係を調べた.その結果,それらの間に負の相

関が認められる場合もあった,故に耐熱性の輔大に対

し高温の淘汰作用を全く否定し去ることは出来なかつ

すご.

これに対して卵よt)羽化までの間の死亡率が対照区

と殆ど等しく.また不良卵も多くは生じない湿度 34〇

･に発育中期より移して飼育して得た成虫の実験を行っ

た･.Fれらの碗抗では卿 ヒ3日日■も10E相 のものも,

l 共に耐熱性がかなり糊 口していた.Tこの場合の耐熱性

′増加の原因は前記の淘汰作用は問題でなく,噂ら個体∫
' の温妊調矧 こよるものと考えられた.

然し,その耐熱性刑加庇を対照区を1として計許し

た比によって前の350の実験箔栄と比較して見ると,

前者は 9･33-0･66に対し,後者は 0･25-0･53であ

るから幾分少ない.それは氾皮調整の程既が温度の差

によるばかりでなく,前者では温艦調整作用のみで耐

1 熱性が蛸加するが,後者ではその他に熱に弱い個体が

淘汰されることも関係している為であろう.

次に昆虫の発育途中に480に2時間曝露し,その生

き残った虫の耐熱性を調べた.′この実験は昆虫の発育

中に熱に弱い個体が消滅することがどの程粧耐熱性増

加に関係するかを示す.ものと考える.この場合の増加

一 皮は･上記の発育途中より340に移して飼育したもの･
即ち温度調整によって糊加したもののそれより遇か･:こ

小さい.故に耐熱性哨加の原因は,昆虫の発育中に於

個体の温度調整の生理的讃づけに関して,従来 ･

' B色1ehradek,Heilbrunn,Lepshkinは含有1)ビツド

の融点の増加を挙げ1',ま1=Fraenkel3一は沃宗佑の低

下を認めた.アズキゾウムシの含有粗脂肪も虫を高い

温度で飼育した時,溶解温度が商い場合もあった5).

然しこの方両を否定する研究もあり8㌧ また耐熱性と

関係が軌 ､のは溶解温度よりも含有率であるか′ら 6･7I,
,., 特にこの実験でも含有率を韮祝した.

その実験式矧 ま既に述べたように,高温にあたると

J発育中にそれが高くなることが明かとなった.そもそ

もこの様な虹脂肪含有率は何であろうか.著者の研究7)

によれば昆虫の耐熱性の原因は昆虫の活力の大きいと

とである･この実験に放いても活力の大きいことの指

標としての粗EEi肪含有率が増加していろから,耐熱托

糾壬

＼
J
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と粗肪肪含有率とはふかい関係のあるものと考える.

要す引こ環境氾硬を高めて昆虫の耐熱性が糊 口する

原因は個体の一つの生理的指標としての粗脂肪含有率

のfn加によってもたらされる温度調整が主なるもので,

これに加えて熱に弱い個体が消滅することである.

摘 要

(1) 350で鼠代飼育した飼育系統は 300飼育系統

よt)熱に強くなる･世代の進行に伴う耐勢陸の増加庇

は350へ移して 1.･2代問は顕著であるがその後はそ

うでない. L

(2) 350飼育系統を 300へ復帰して飼育すると,

その第1代目では尚放分熱に強いが,節2代目に●なれ

ば容易に消失するこ

く3) 300と 350飼育系統の虫の発育中に放ける死

出率は後者が幾分高い.これが高い場合には熱抵抗変

異の範囲が小さいという関係が示されることもある.

(4) 350飼育系統の産如数は少なく, その中には

夢附ヒ出来ない不良卵が混在する.

(5) 環境温度 の変化によって熱拡抗の増加する原

因は高温が弱い個体を淘汰するからであるという説明

を全く否定することが出来なし｢･然しそれのみに帰す

ことも出来なかった.

(6) 300で飼育中,発育中期に 340へ移して飼育/
すると熱抵抗は糊加するが,その増加皮は350飼育系

統のより小さい.この場合の熱抵抗増加は主に昆虫個

体の温庇調整のみに依ると考えられる.

(7) 300で飼育中の昆虫を発育中期に 480で短時

間処理し,其の後300で飼育を拭け羽化したものの熱

抵抗を調べるとやはり成分それが高くなっている.然

しその脚力ロ皮は発育中期より高温で飼育したものよ･わ

は退かに小さい.

(8)'以上の一結果から環境温度が変化した時に昆虫

の熱延抗が変化する原因は,環境氾皮の如何で相迎す

るが,-鰍 こ個体が高温に対して調丑さrLることが大1
きい原因で更に個体変異内の弱い個体が消滅すること

もその原因の一部である.

(9) 何体の粒度調整の機構は合有粗脂肪の増加と

いう生理的なものに求められる.
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R68um占

Theazuki-beanweevils,CallosobT･LLChusEhlnen-

sF'Srearedat350.from generation to generation

aremoreresistantthatlthoserearedat300.When

insectsreturnedfromthecondit王on･of350tothat

of300arereared atthis･temperatureduring

onegeneration, tlleirheatresistancearestill

high toacertainextent･Butthoser?aredat300
duringtwogenerationsafterthereturn三mgbecome

lessresistant.

Themortalitydurirlg growthperiodofins占cts

rearedat350isinclinedpart一y tobelligherthan

thatofinsectsrearedat300･Nu血berofeggs
-′

de一iveredfrom theinsectsrearedat35oisfewl･
Moreover, Some eggs of those insects areL

abnormalandtlleyCannothatch.

Itissometimesfoundthattherangeofvariation

inheatresistanceisinverselyproportional tothe'

morta一ityduringgrowth period.Therefore,we

cannotperfectly denythehypothesisthatthe

第 22 巻-I

increaseinheatresistanceofinsectsisdueto

the disapperanceofw飴k individualsamong a

,populationbythethermalselection･Nevertheless,

we could notassentto theopinion thatthe

thermalselectionisaso一ecauseofincreasein

heatresistance.

Inscctsrearedat340after10dayssincethey

hatchedatSODbecome high resistant.Butthe

degreeofincreaseinIleatresistance o【 those
I

insectsislower than that ofjnsects reared

at350fromgenerationtogeneration.Theincrease

inheatresistance mentiotled aboveseemstobe

exclusivelyduetothethermaladjllStment.

lfinsectsbred at30oare&osed to h'gh

Ltemperatureof48ointhemiddleoftheirdeve-

lopments,血esurvivalsaremoreresistant.But

degreeofincreaseinlleatresistanceisnotso

high.

Consideringthoseexperimentalresu一ts;itma女

beexpectedthattheso-Calledthermaladjustment

isthemaincauseofincreasein heatresistance

andtheもO-Calledthermalselectionisthesecondary

One.

Itisthephysiologicalbasisof.thermalad如Sト

mentthatthecrudefatcontentin insectbody

increasesbytileCllangeOfenvironmentaltempe-

rature.

I･cthalEffectsofFerrousPho8phate (Viviani一e)againsttheInsectPestsofStored

Products.StudiesontheInsecticidalActivitiesOfVariousPulverizedDusts.VIII.Yasunobu
A

YASt]Ll(TheOhara InstituteforAgricultllralBiology, OkayamaUniversity, Kurashiki).
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35. 燐酸第 1鉄あ蔚穀書虫に対す る殺虫効果 微粉由物質の殺虫効果に関する研究 第8報

安江安立 (岡山大学 大原段菜生物研究所)32.1._9.受理

恩 師 暴 川 超 音 博 士.の せ 稀 を 謹 ん で お 楓 す る.

.燐酸第1鉄 Fe3(Pod)空･8H20 およびこれを主成分とする藍鉄鉱 vivianite微粉の貯蕗穀物害虫コ

.クヌストモドキ,コクゾウにたいする Zacher効果について検討したところ,その作用はあ凍り独

力なものではなかった.

簡酸第1鉄 Fe3(Pod)2･8Hと0 は水に難溶性の青

緑色の粉末であるが,天然 に座 す る ものは監鉄鉱

vivianite として知られており, わが国ではかつて

1916年川村多夫二教授3)により琵琶iTn北部の湖底から

緋成鉄として採集されたことがある.員菜上では稀に

輯厳肥料5'としても用いられることがあり,特に夏期

水田において肥効が高いという報告℡)もある.これを

殺虫剤として放初に依ったのはソ連の Ivanoval)で,

貯蔵穀物苦虫防除の目的をもって藍鉄鉱微粉を貯蔵小

麦のなかに小麦の韮矧 こたいして 1/1000の割合で混

合しておけばグラナ')ヤコクゾウCalandragranarL-a
L.などの緊勅を防ぐことができると発表した.

.筆者は多年にわたって種々の鉱物性微粉の貯蔵穀物

等虫にたいする所謂 Za占her効果を研究中であった

ので,該論文に興味をひかれ 早速追試をおこなって

みたので,取敢えずこ にゝ右の結果を報告する.この
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